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北九州市立田原中学校 

研究推進委員会 
 

 

 



 

 

 

 

 

「学校大好きオンリーワン事業」の推進 

 

北九州市小学校、中学校における教科等教育の研究拠点形成事業として打ち出 

した施策。教科等教育における実践研究の推進と専門性の高い指導力のある教 

師の育成を図る。このことで、各教科のセンター校的な役割を果たす学校が生 

まれ、教育現場に直結した具体的な学校改善支援プランを長期的な展望にたっ 

て進めていく 

 

 

「確かな学力」の向上を目指してー「北九州市の学力向上のための提言」    

に基づく学校改善支援 ―北九州市検証改善委員会 

                  （文部科学省 ホームページより 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２７年度 北九州市立田原中学校 道徳教育研究推進計画案 

学校大好きオンリーワン事業 第５期 第２年次 

 

これまでの研究から 

平成１６年～１９年には田原中校区の小中学校において「よりよい生き方を求める子どもの育成を目指し

た道徳教育の推進」を主題に掲げ、小中連携し研究に取り組んだ。 

平成２０年～２２年には本事業において、教師一人一人の「道徳の時間」の実践指導力の向上を目指して、

３２公開授業を実施するとともに、教育委員会指導主事より指導・助言を受け、実践の蓄積を図った。また、

佐藤弘氏（西日本新聞社編集委員）や澤田浩一氏（文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官）の講

演会を実施した。 

さらに、平成２３年～２５年に引き続き本事業の委嘱を受けた。一年次は、道徳の時間の指導方法の研究

をテーマに、２年次は道徳の時間の指導内容の研究、３年次は道徳の時間の指導方法・内容の研究をテーマ

に掲げ研究推進を図った。３年次とも、道徳校内研修を重ね、年度末には第１学年の全クラスで公開授業を

行い毎回全市から 100 名程度の教員が参加した。また公開授業にあわせて、１年次には青木晃司氏（福岡教

育大学大学院教授）、２・３年次には澤田浩一氏（同上）の講演会を行った。 

平成２６年度には本事業の第五期（三年計画）の委嘱を受けた。一年次は「豊かな心を育む道徳教育の推

進」～道徳の授業における言語活動の充実をテーマとして、校内研修・公開授業・講師による講話等の実施

を行い研究体制の整備と「道徳の時間の年間計画」の実質化を図った。さらに本事業を通して、他の教育活

動と道徳教育の関連を強化し、また道徳的環境の充実（校内環境・資料、指導案の蓄積）を図ることができ

た。これらの取組によって、本校においては教師一人一人の実践指導力が向上したとともに、学校全体の道

徳教育力につながった。 

 

１ 研究主題 

        主 題「豊かな心を育む道徳教育の推進」 

        副主題「道徳的実践力」の育成につながる指導方法の工夫 

 

２ 主題設定の理由 

 《今後の社会における道徳教育の重要性から》 

  携帯やインターネットの急速な普及に伴い、付随して起こる希薄な人間関係のトラブルや、いじめの防

止の観点からも、人間の在り方に関する根源的な理解を深めながら、社会性や規範意識、善悪を判断する

力、思いやりや弱者へのいたわりなどの豊かな心を育むことが求められている。 

 《本校の現状から》 

  本校はこれまでの取り組みが功を奏し、授業等は落ち着きを見せているが、生徒指導に関する事象は依

然として残っている。そこで「生徒一人一人の個性や能力を啓発し、たくましい体、豊かな心、優れた知

性をもった人間性豊かな生徒の育成を目指す」の学校教育目標のもと、本校の生徒の実態、地域の実態を

明らかにし、日々の道徳の授業を充実させることによって、生徒の内面に根ざした道徳性の育成、豊かな

心の育成を目指す。生徒と共に考え、心に響く道徳の授業の実践と教員の道徳教育に対する興味、関心、

資質の向上を図ることを目指し、研究を推進する。 



○ 副主題設定の理由 

  中学校学習指導要領にも 

 

 

 

 

   

 

 

とある。このように学校の教育活動全体で、心に響く学習指導の多様な展開を工夫することが求められ

ている。道徳の時間の学習指導過程は、一般的に、導入、展開、終末の各段階を設定することを基本とす

るが、いたずらに固定化したり形式化することなく、それぞれの学級の実態、指導内容や意図、資料の特

筆、他の教育活動との関連などに応じて弾力的に扱うなどの各段階での多様な工夫をすることが大切であ

る。その際には、道徳の時間がその狙いの根底にある道徳的価値について生徒が内面的な自覚を深めてい

くための時間であることに十分留意する必要があると考え本年度の重点目標として設定した。 

 【参考資料】 

   文部科学省 「中学校学習指導要領解説 道徳編」 

   

 

 

３ 研究の仮説 

 学校や地域の実態に応じた豊かな体験活動や、学校行事を意図的・計画的に実施し、その課程の中で適切

な資料を活かし、道徳の授業を行うことや、日常の道徳の授業を工夫・改善することで、生徒一人一人の「心

に響く道徳の授業」となり、生徒の内面に根ざした道徳性の育成、豊かな心の育成に結びつくであろうと考

える。 

 

 

４ 研究の目標 

現在の本校における道徳教育の位置づけを明確にし、道徳に関する実態調査を進めながら、道徳に関する

共通理解や、研究的な実践を行い、指導力の向上を図るとともに、生徒の道徳性の育成を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「第５章 道徳」の「第３節 学習指導の多様な展開」） 

道徳の時間は、生徒一人一人が道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方につい

ての自覚を深め、道徳的実践に結び付く内面的資質としての道徳的実践力を育成する時間で

ある。このことを踏まえて、各教教科との関連や家庭、地域社会との連携を生かした心に響

く学習指導の多様な展開を工夫することが大切である。その際、道徳教育推進教師の指導、

助言のもとに創意工夫を行うことが求められる。 



 

５ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究推進委員会】 

 ・研究の全体構想立案、研修の企画、渉外関係（講師依頼等）、研究のまとめ 

 ・年間の授業計画を立て、毎週の道徳授業の提案を行う。 

 ・道徳通信の発行、保護者、地域への情報発信（ホームページなど） 

 

【体験活動・研修運営部】 

 ・総合的な学習の時間や学校行事の計画段階で、道徳の授業を意図的に計画する。（弁当の日、地域清掃活

動、宿泊行事等） 

 ・校内研修、公開授業の運営（資料準備、接待など） 

 

【資料整理・環境整備部】 

 ・生徒の実態調査やアンケート調査の集約 

 ・校内掲示物の管理や道徳的環境づくり補助（パネルなど） 

 

【授業研究部】 

 ・公開授業に向けた指導案作りと学年協議会の実施。 

・公開授業に向けローテーション授業等を計画的に実施し、授業検証を行う。 

 

 

 

道徳研究推進委員会 

校長・教頭 

研究主任：中野（敏） 

道徳教育推進教師 

永田・諸永・神村 

体験活動・研修運営部 

リーダー：神村 

神野、保里、金子、笠立 

波多野、田代、代、西山 

資料整理・環境整備部 

リーダー：諸永（中野敏） 

木戸、中野（健）、古閑゛ 

池尻、染谷、渡邊、柴崎 

授業研究部 

リーダー：永田 

宮部、中園、曾根崎、髙橋 

安田、小屋、西田、白川 

上村 

 



６ 年次計画 （予定） 

1 年次 平成２６年度 

 「豊かな心を育む道徳教育の推進」 

        ～道徳の授業における言語活動の充実～ 

 １ 校内研修の実施（１・２学期） 

   ・授業検証と講師による講話 

 ２ 公開授業の実施（３学期） 

   ・当該学年全学級の公開授業、協議会の開催 

 ３ 道徳の時間と他の教科等との関連付けの強化 

 ４ 研究体制の整備と「道徳の時間の年間計画」の実質化 

 

２年次 平成２７年度・・・本年度 

「豊かな心を育む道徳教育の推進」 

       ～「道徳的実践力」の育成につながる指導方法の工夫～ 

・昨年度の課題として、「道徳の時間の質的向上」があげられる。本校では生徒が

よりよい学校生活を送れるように毎年 Q－Uテストを実施している。この Q－Uテス

トの結果や道徳アンケートの結果分析、また日々の生徒の発言行動から生徒の実態

を把握し、それらをふまえた上で道徳的実践力の育成につながる授業作りに取り組

み、日々の実践が生徒たちの心の成長にどんな効果的な変化をもたらしたかを計る

ことが必要であると考える。昨年度の生徒の実態調査やアンケート集計からは生命

の尊重や規範意識の向上、善悪の判断等については様々な取り組みが功を奏し、改

善が見受けられる。しかし、地域や社会への関心、自立心等は６０パーセント以下

で低い結果であった。今年度は道徳教育を教育活動全体を通して実践するために、

北九州スタンダード指導の重点にあげられている道徳教育計画の作成に取り組ん

でいる。また、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値

についての理解を基に自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、

人間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、

実践意欲と態度を育てることを目標とし、「道徳的実践力」を高めることを目標と

したい。 

 

１ 校内研修の実施（１・２学期） 

  ・授業検証と講師による講話 

２ 公開授業の実施（３学期） 

  ・当該学年全学級の公開授業、協議会、講演会の開催 

３ 道徳の時間と他の教科等との関連付けの強化 

４ 「道徳の時間の年間計画」の実質化と道徳的環境の充実 

 

 



 ３年次 平成２８年度 

「豊かな心を育む道徳教育の推進」 

        ～「道徳の特性」を生かした多様な評価方法に関する研究～ 

１ 校内研修の実施（１・２学期） 

   ・授業検証と講師による講話 

 ２ 公開授業の実施（３学期） 

   ・当該学年全学級の公開授業、講演会の開催 

 ３ 道徳の時間と他の教科等との関連付けの強化 

 ４ 研究の成果の蓄積と活用 

 

７ 平成 2７年度 研究推進計画案 

  ※○の数字は学年               《３年》    《２年》   《１年》 

時期 学校行事・研修等 研究推進委員会 体験・研修運営部 資料・環境整備部 授業研究部 

5 月 2５日 道徳研修 研究部会 

研修資料作成 

   

2５日 弁当の日 ・弁当の日に関連した資料の選定と指導案づくり 

・食育担当と共同で掲示物（生徒の感想など）作成 

ふれあい合宿① 道徳通信発行   ふれあいと関

連した資料 

6 月 ・上旬 道徳アンケート 

   Q－Uテスト①② 

研究部会 

道徳通信発行 

 アンケート集約  

・中旬 校内研修会 

 

・アンケート結果考察 

・３年ローテーション授業に向けて指導案作成 

・ローテーション授業③ ・３年→ローテーション授業を実施、授業検証（レポート作成） 

・３年ローテーション授業に向けての準備 

・修学旅行③ ・農泊②  修学旅行と関連 農泊と関連  

7 月 ローテーション授業③ ・３年→ローテーション授業を実施、授業検証（レポート作成） 

8 月 夏季休業中 １学期の課題と２学期に向けて 

Q－U の活用法について校内研修（名古屋柳城大学 山脇眞弓准教授） 

9 月 ・体育大会 研究部会 

道徳通信発行 

 創作童話作成 

 

 

10 月 25 日 地域清掃 

・合唱コンクール 

研究部会 

小学校との連携 

道徳通信発行 

活動の記録 

（写真）まとめ 

 

活動後の感想

まとめ 

創作童話発表 

地域清掃と関

連した資料 

11 月 ローテーション授業② 

27 日 校内研修会※１ 

・2 年→ローテーション授業を実施、授業検証（レポート作成） 

・公開授業、指導案作成にむけて学年協議会 

研修会運営 接待 資料印刷  



12 月 公開授業準備 

ローテーション授業① 

研究部会 

道徳通信発行 

  １年ローテーシ

ョン授業 授業

検証 学年協議

会 

【指導主事】 

1 月 公開授業準備 研究部会 

道徳通信発行 

  

2 月 １２日 全市公開授業 

※２ 

渉外・運営 接待 資料印刷補助 

3 月 研究のまとめと課題 ・レポート集作成 

 

 

 

 

※１ 校内研修会について 

 日時：１１月２７日（金） 13:55～17:00 

 

 内容：13:55～14:45 ２学年３クラス 授業公開   

    15:00～15:45 ３グループに分かれて協議会   

    16:00～17:00 講話 

            「道徳的実践力」の育成につながる指導方法の工夫 

 

 

※２ オンリーワン公開授業（全市）について 

 日時：２月２５日（木） 13:55～17:00 

 

 内容：13:55～14:45 １学年６クラス 授業公開  

          → 「道徳的実践力」の育成につながる指導方法に 

着目したテーマに沿った授業 

 

    14:55～15:10  全体会 

    15:30～16:50 ３グループに分かれ協議会 

    内容）①各グループリーダーから今年度研究の成果と課題についてプレゼンと質疑応答 

       ②授業者・参加者・指導助言者（指導主事等）による 

公開授業とテーマ「言語活動の充実」に関する協議会 

          

 

 


